
【システム入力における禁則事項】 

 

申請システム等における入力については、次のことに注意してください。 

 

※ 特に、使用できない文字等を入力して登録されますと、その後の手続きにおいて不備が

生じる可能性があります。 

 

（１） フリガナ 

「フリガナ」の入力を求める箇所については、次のとおり入力すること。 

① 「・」や「－」等は除き、発音するカナのみ入力 

（例） 商号 ： Ｉ・Ｓ・Ｋ建設 → アイエスケーケンセツ 

人名 ： ジョン・スミス → ジョン スミス 

 

② 商号における「株式会社」や「一般社団法人」等は除いて入力 

（例） 犬鷲コンサルタント（株） → イヌワシコンサルタント 

（一社）くろゆり林業協会 → クロユリリンギョウキョウカイ 

 

（２） 使用できる文字、できない文字 

商号等に使用できない文字が含まれる場合は、他の文字に置き換えるかひらがなで入力す

ること。 

なお、システムにおける各種文字の使用可否については、操作マニュアルで確認してくだ

さい。申請システム画面上部の「ヘルプ」からも参照可能です。 

（例） 髙 → 高 、 德 → 徳 、 祥 → 祥 、 瀨 → 瀬 、 逸 → 逸 

隆 → 隆 、 ⅶ → Ⅶ 、 昱 → あきら 

 

（３） 金額 

「金額」の入力を求める箇所については、千円単位（千円未満切り捨て）で入力すること。 

 

（例） ５８５，９００ 円 → ５８５ 


